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プロジェクト概要

ゴール:
最適な介入方法決定のための将来気象の確率情報の提供

目的:
将来気象状態の確率分布の正確な見積もりのための次世代大気モデルの開発
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研究テーマと体制



主な成果



雲スキーム
雲粒子を “粒子” として
シミュレーション内で表現

青: 本研究で開発した新スキーム
赤, 緑: 従来スキーム

-40o以下の低温

従来手法における
雲粒子の表現

新しい
粒子表現実際の雲粒子

水滴の数の鉛直プロファイル

新しいスキームをつかった積乱雲のシミュレーション

高
度



エアロゾルスキームの検証
観測 vs. シミュレーション

エアロゾル・雲降水・雷統合スキーム
エアロゾル・雲降水・雷の “相互作用” を陽に計算

雷スキームの検証

観測 シミュレーション
雷へのエアロゾルの影響

エアロゾル変動無し エアロゾル変動有り



地表面乱流スキーム
従来手法: 時間・空間的に一様性を仮定 (高解像度計算では適さない)

新手法: 一様性の仮定を排除

青: 従来スキーム
緑: 新スキーム
赤: 観測

運動量輸送の鉛直プロファイル

一様性の仮定による誤差

観測値



まとめと将来展望

気象制御のための正確な

確率分布の推定

• 1メートルをきるような高解像度シミュレーションの実現

• より現実に近い物理過程表現のためのスキーム開発

• 高度な検証方法の開発

持続的な開発 課題解決のためには、継続的なモデル改良が必要

AI vs. 物理ベースモデル
AI モデルの性能が向上しているが、介入をともなう気象極端
現象のデータは存在しておらず、物理ベースのモデルは気象
制御実現のためには不可欠



Thank you for your attention!

https://moonshot8-modeldev.riken.jp/


